
Youdenの２試料プロット 
 
１．Youdenペアの２試料とは 
・Youdenは統計学者の名前です。 
・Youdenペアの２試料とは、分析法の妥当性確認のための共同試験において各
試験室に配付する試料の違いが 5%以内の濃度差のみである試料 X と試料 Y
のことをいいます。２個の試料濃度は意図的に変えています。 
・均一性を確認した材料からサンプリングした２個の試料を各試験室に配付し

た場合、２個の分析値は近い値になることが期待されます。分析者は同じ試

料を反復分析した値は近い値になるように努力しがちなので室内誤差が通常

よりも小さめに評価される危険があります。そこで、１個の試料は１回分析

するだけで室間誤差と室内誤差を評価できる方法として Youden は濃度のみ
がわずかに異なる２試料の利用を勧めました。 

・Youdenペアの２試料は、もともと濃度差のある試料を用意するか、希釈ある
いは濃縮により濃度調製して用意します。 
・Youden ペアの場合、同じ材料から２個サンプリングして配付するのと比べ、
配付試料量は半分なので、その分多くの試験室に配付可能なことを Youden
はメリットに挙げています。均一な材料を調製可能な量に制限がある場合は

確かにメリットですが、均一性の確認は試料 Xと試料 Yの２回実施する必要
があり、手間が増えます。 
・Youdenペアのことを AOACの共同試験のガイドラインでは split levelと呼
んでいます。 

 
参考文献 
Youden, W.J. and Steiner, E.H. (1975). Statistical manual of the AOAC. AOAC, 

Arlington, USA, pp.22-23. 
 
２．Youdenの２試料プロット 
・試料 Xと試料 Yの分析値を以下のようにプロットした図を Youdenの２試料
プロット(two-sample plot)といいます。 

・プロットの原点は試料 Xの分析値の平均値と試料 Yの分析値の平均値になり
ます。 
・もし、分析値の変動が偶然誤差だけならば、縦軸と横軸で分けられた４区分

に各試験室を示す点は等しく分配されます。 
・実際の分析データの多くは、原点を通る右 45度の直線に沿って各試験室の点
が楕円状に分布します。これは１個の分析値が高めの値ならば、もう１個の
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分析値も高めの値になりやすく、１個の分析値が低めの値ならば、もう１個

の分析値も低めの値になりやすいことを意味します。 
・ 各試験室の点の分布が円状ではなく楕円状になるということは分析法に系

統誤差(バイアス)が存在することを意味します。 
・分析法の偶然誤差が小さくなるほど各試験室の点の楕円状の分布は、より細

長くなります。 
・分析法の精度を比較する場合の大まかな目安として、各試験室の点が原点に

近い範囲内に分布している(図１の円が小さい)分析法が望ましいことになり
ます。 
・多くの試験室の点は原点付近に小さくまとまって円状に分布しているのに、

少数の点だけ右 45度の直線に沿ってかけ離れている場合は、多分その試験室
に特有の大きな系統誤差が存在するためです。 
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図１．Youdenの２試料プロット 
 

図中の番号は共同試験に参加した試験室を示します。 
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参考文献 
Youden, W.J. and Steiner, E.H. (1975). Statistical manual of the AOAC. AOAC, 

Arlington, USA, pp.10-11. 
Wernimont, G.T. (1985). Use of statistics to develop and evaluate analytical methods, W. 
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